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1  は し  め に

秋田県の夏秋 ミョウガの栽培は,県北部の能代市と山本
部を中心に,全国有数の大産地方形 成されており,更に県
内の各地で栽培が増加 している。収穫は 7月 下旬から始ま

り,京浜,仙台,札幌等の市場へ出荷され ,今後更に需要
が見込まれている。一般にミョウガは半陰地によく育つ作

物であり,生育の適温は22～ 23℃で,30℃以上になると生

育が停滞する。特に強い日射,強風 ,乾燥が続くと葉が傷
んで枯れ上がり,品質,収量が著しく低下する。このため,
速光と防風による環境改善と株間引きによる栽培試験を実

施したので報告する。

2試 験 方 法
(1)試験地
1)農試圃場  (灰色低地土 )植 付け3年 目
2)能代圃場 (表層多腐植質黒ボク土 ) 7年目
●
' 
試験区の構成

1)遮光試験
a 無処理
b 自寒冷紗  (遮光率30%)
c 黒寒冷紗  (遮光率55%)

" 
防風試験

a 無処理
b 防風区 (ヨ シズ 高さ18π )
0 株間引き試験
a 無処理 (160本 /π )
b 間引き (80本/η )

なお,1),0,31の処理は,両試験地とも7月 7日 (葉
令 7～ 8枚 )に実施した。

3試 験 結 果

(1)遮光試験

強い日射による葉枯れを防止するため,寒冷紗による遮

光の効果を検.Iし た。表 1,表 2の農試口場と表 3,表 4
の能代 (現地 )圃場の試験によると,遮光区の草丈の伸び
がよく,葉枯れが少なく,遮光の効果が認められた。

特に,能代園場では,遮光区ではとんど葉枯れがなかった。

また,収量 (重量 )で も,遮光区が無処理よりも20～60%

増加 し,花書の肥大もす ぐれていた。更に色つき別規格

をみても,進光区が品質のよいA級,B級の割合が高く,
7E光の効果が認められた。なお,能代圃場では ,植付け 7

年目で,株が密生状態にあり,草丈の長い速光区で倒伏が

みられ,その傾向は黒寒冷紗の方が大きくみられた。

表 1 遮光が生育及び収量に及ぼす影響

注.収量は重さ別規格のS(8夕 ～)以上で調査した。

表 2 遮光が品質に及ぼす影響

注. 1 重さ別規格  農試圃場
L:16′ 以上  M:11～ 16タ
S:8～ 11′
2 色つき別規格
A:淡紅度75%以上
B:淡紅度60%以上
C:淡紅度25%以上
D:淡紅度25%以下

表 3 遮光が生育及び収量に及はす影響
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注.能代圃場 9月 6日
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白寒冷紗
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1 7

表 4 遮光が品質に及ぼす影響

注.規格は表 2に準ずる 能代圃場

●)防風試験
速光と同じく,7月 7日 に高さ18れ のヨシズを北西側に

設置して ,防風の効果を検討した。表 5,表 6の農試圃場
の結果をみると,防風区の草丈の伸長がよく,葉枯れの程

度が少さく,収量性にすぐれていた。花菅の重さ別規格の

割合,色つきの品質面でも防風区がよかった。表 7,表 8
の能代圃場でも同様の結果であったが ,18πのヨシズの効

果が風下7イはどまで認められた。

表 5 風が生育及び収量に及ぼす影響

農試圃場

表 3 風が品質に及ぼす影響

注 . 能代圃場

あまり行われず″当たり120本～160本の茎立数で密生状

態になっている。そこで,能代の現地圃場で,″当たり80

本の株間引き区を設けて無間引きと比較した。表 9,表 10

によると,草丈や葉枯れに差はなかったが,間引き区の花

菅の肥大がよく,収量 (重量 )で60%増であった。また ,

色つき具合をみても,やや間引きをした区がよかった。

表 9 間引が生育及び収量に及はす影響

注.能代圃場 9月

注 _ 能代圃場

こ

表 6 風が品質に及ぼす影響

注 _ 農試圃場

表 7 風が生育及び収量に及ぼす影響

た L_ 能代圃場

●)株間引き試験
ミョウガは植付け4年目ころから茎が込みあうようにな

るので,うね間弓|きや株間引きが必要になるが,産地では

(1)遮光によって ,葉枯れが抑制され,花薔の肥大 ,色
つきなど品質向上の効果が認められた。

●)防風処理も葉枯れ防止の効果がみられ,品質,収量
性がすぐれていた。尚 ,能代圃場では, 18π高さのヨン

ズで風下 7π ほど,その効果が認められた。

13)株間引きをし80本/席にしたところ,花書の肥大に

すぐれ ,色つきもよかった。

4 ま め

恣
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表 10 間引が品質に及ぼす影響
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